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トピック まなづるの海 
寒い海できらめく「海の宝石」ウミウシ

真鶴の漁獲情報 

漁獲量少なく、旬の味覚もおあずけ

町立遠藤貝類博物館3月のイベントスケジュール
3月1日(日)  海のミュージアム「真鶴半島ジオストーリー体験ツアー」 
　　　　　　　町立遠藤貝類博物館、お林他【要予約、有料】 
3月7日(土)「知られざる 真鶴の海2020」学芸員による見どころ紹介etc. 
　　　　　　　町立遠藤貝類博物館、【要入館料、真鶴・湯河原町民無料】 
3月14日(土) 真鶴自然子どもクラブ「春の磯で遊ぼう！」 
　　　　　　　真鶴・湯河原町の小・中学生対象【要予約、要保険料(50円)】
※各イベントの詳細は、町立遠藤貝類博物館HPまたは各ちらしをご覧ください。

まなづる 海の月報は、町立遠藤貝類博物館 HPからダウンロード
ができます。プリントしていただいての掲示・配布歓迎です。

　磯の生物観察会でも人気を集めるウミウシは、大変カラフ
ルで美しい姿から「海の宝石」と呼ばれています。真鶴の海で
は一年を通してさまざまな種類のウミウシを見ることができま
すが、特に、冬から春の海水温が下がる時期には、種類、個
体数ともに増えてきます。

　毎年2月は水揚げ量の少なくなる時期ですが、今年は特に漁獲量
が落ちているようです。例年ならば、アンコウやヤガラなどの高
級魚や、産卵期で卵を抱えたヤリイカ、ワカメなどの海藻が旬を
迎えている頃ですが、今年はどれも水揚げが少ないので、入手困
難な貴重品となっています。 
　今回紹介する「アカヤガラ」は、通称ヤガラと呼ばれる冬の高
級魚で、大きいものは体長2mになります。なんといっても特徴的
なのは、細長い体とくちばしのような吻です。この長い吻をスポ
イトのように使って、小型の甲殻類などを吸い込んで食べていま
す。大変ユニークで見ているだけでも楽しいアカヤガラですが、
煮ても良し、焼いても良し、刺身でも良し、さらには出汁をとっ
ても絶品とのこと、さすが高級魚です。今回は、50cmほどのお手
頃価格のヤガラを刺身で美味しくいただきました。アラで出汁を
とったお吸い物がまた美味！でした。<情報提供：真鶴町漁協>

　この時期にウミウシが多く見られる理由の一つは、ウミウシ
の食べ物が増えることです。ウミウシの食べ物は種によってさ
まざまで、海藻、カイメン、コケムシ、ヒドロ虫、小さな甲殻
類など、多岐にわたります。海水温が下がる冬から春にかけて
海藻が多くなると、海藻を食べるウミウシの個体数が増えま
す。また、海藻は直接餌になるだけではなく、さまざまな生き
物にすみかを提供します。海藻が繁茂すると、その間に小型の
甲殻類が隠れたり、葉上にコケムシやヒドロ虫が付着したり
と、さまざまな生き物が集まるようになります。やがて、それ
らを食べるウミウシの数も増加するという仕組みです。 
　ウミウシの食性は非常に幅広く、他のウミウシを襲って食べ
る種や、ウミウシの卵を食べる種もいます。すべてのウミウシ
に共通しているのは、非常に偏食で、決まったものしか食べな
いことです。中には、他の生物が見向きもしないようなものば
かりを食べている種もいます。しかし、これがウミウシ流のや
り方。そのような食性に特化することで、他の生物と食べ物を
めぐって争う必要もなくなり、生き残るために有利になるので
す。 
　美しい姿だけでなくユニークな生態も魅力のウミウシは、ダ
イバーの心も虜にし、海中写真の被写体としても引っ張りだこ
です。現在、遠藤貝類博物館で開催中の海中写真展でも、ウミ
ウシの写真を多く展示しています。ぜひご来館いただき、「海
の宝石」ウミウシの美しさをご覧ください。

岩のダイビングス
ポットでみられる
ウミウシ。アオウ
ミウシ(左上)、ム
カデミノウミウシ
(右上)、フジイロ
ウミウシ(左下)、
テントウウミウシ
(右下)。

とくダネ！イチオシニュース 
白いナマコ
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岩漁港沖 水深 10mの海水温の変化

　真鶴周辺では、2～3月は一年のうちで最も海水温が低くなる
時期です。しかし、今年2月の平均海水温は16.1℃と、過去10年
の平均14.5℃と比べて2.4℃も高く、例年の4月並みの値でし
た。これは、先月同様、2月も黒潮が例年より相模湾に近い位置
にあったためと考えられます。最低水温は、海藻の生育や季節
来遊魚の越冬を左右するなど、生物にとって重要な要素です。
真鶴ではこれまでに年間最低水温が16℃以上を記録したことは
ありません。3月に水温が下がる年もあるので、来月の調査結果
に注目です。<データ提供：横浜国立大学>

アカヤガラ

真鶴の海況 
例年から＋2.4℃

　真鶴魚市場に白いナマコが水揚げされ
ました。この正体は、体の色素を欠いた
アルビノのマナマコ。非常に珍しい発見
でしたので、2月8日に博物館の海の生物
観察コーナーで展示しました。

八十吉丸 加園さん提供


